2015年度春季神戸市長杯大会（トリプルズ戦）競技実施要領
（１）１．各チームが４ゲームを行い、４ゲームの合計の勝ち点の順により１位から20位までを決定する。勝ち点が同じ場合は以下、得失点差、総得点、獲得エンド数の順により順位を決定する。獲得エンド数まで同じ場合は、直接対決があった場合はそのときの勝者を上位とし、それが無い場合はトスにより決定する。
　　　２．対戦相手は、前ゲームの勝敗の結果により次ゲームの対戦相手が決まる（対戦

　　　　　組合せ表をよく確認のこと）。勝上がったチーム同士が対戦するので、最終的に４勝するチームは１チームしかいない。これが優勝チームとなる。
　　第１ゲームの対戦のみ、抽選により対戦相手を決定する。第１ゲームのみは同一クラブ同士の対戦はないようにするが、第２ゲーム以降は勝ちあがり状況によって同一クラブ同士の対戦もありうるし、敗者復活の状況によっては同一チーム対戦が再現することもありうる。

　　　３．１ゲームごとに勝ちチームに勝ち点3、引分けは両チームに1点が与えられる。

　　　４．引分けゲームの場合は、対戦組合せ表の上での勝者は獲得エンド数の多い方を勝者とみなす。エンド数も同じときはトスで決める。

　　　５．賞金１，2，3位、４位、７位（ラッキーセブン賞）、19位（BB賞）に与えられる。(参加賞はありません。)
        　優勝カップは持ち回りであるので、後日に返還する（リボンが取り付けられる）こと。表彰状も後日に名前を記入してお渡しする。

（２）１．１ゲームは一人３球、8エンド戦　　ただし、時間制限80分とする。

　　　　75分となったところで本部席から合図するので、そのエンド終了でそのゲーム

　　　　終了とする。（合図のあった後からは、次エンドのジャックは投げない。）

　　　２．ゲーム開始は、各リンクのチームが揃った時点で合図により一斉スタートする。

　　　３．ゲーム開始合図後１０分経過しても選手が揃わないチームは不戦敗とする。
　　　　ゲーム成績は８：０とし、不戦勝チーム獲得エンド数は８エンドとする。

　　　４．ロールアップは第1ゲームの前に往復2球のみとし、第2ゲームからはなし。

　　　５．この大会に限り、ジャックの最短距離は２１ｍ以上とする（通常は２３ｍ）。
（３）１．ジャックを投げる権利は相手に譲れない。前エンドに勝ったチームのリードが次エンドのジャックを投げなければならない。
　　　　　第１エンドのみは、トスで勝った方が権利を取るか譲るかが選択できる。

　　　２．ジャックがエンドを越えてOBとなった場合、左右のラインを超えてOBとな
った場合は、デッドエンドとしてそのエンドを最初からやりなおす。
　　　３．ヘッドを見に行けるのは、スキップの第3球の前（第2球を投球終わった後から）のみとする。

　　　４．マーカーはいないので、全てセルフ・ジャッジで進行すること。ショットの
判定がつかない時だけ、主審を呼んで判定を頼むこができる。
（４）１．スコアカードは1枚で、最初のトスで負けたほうのチームのスキップが記入し、毎エンドごとにもう一人のスキップと確認しあうこと。メジャリングはセカンドが行う。
　　　２．スコアカードには両チームのチームNo.（A,B,C,D----M,N,O,P）と選手名を記入
する。

　　　３．ゲーム終了後、スコアの合計点の記入と各チームの獲得エンド数の記入を確実
に行う。両スキップが確認の署名をして本部席にすみやかに提出してください。
（５）今回は給水器具は準備しませんので、各自で飲料水は準備してください。

　　　小雨は決行しますので、天気予報によってはレインコート等を各自で持参して
　　　ください。

